
(57)【要約】

【目的】　キーボードの代替品で高機能な汎用入力装置

（＂パネルインターフェイサー＂と名付ける。）を開発

する。

【構成】　液晶等のフラットディスプレイに基づくタッ

チパネルで、キーボードをシミュレートして使用する。

さらに複数の画面を利用できる利点を生かして、キーボ

ード配列をインテリジェント化する。例えば、ペン入力

用に英語のアルファベット順にキーを整列した画面や、

日本語の仮名文字を直接表示した画面も作る。また、パ

ネルインターフェイサー上でキーボード以外の制御機能

（テレビのチャンネル等）も実現できるように高機能化

する。さらに、パネルインターフェイサーをカスタマイ

ズ可能にする。
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【特許請求の範囲】

【請求項１】　液晶等のフラットディスプレイに基づく

タッチパネルを使用することにより、パソコン用キーボ

ードをシミュレートし、さらに複数の画面を利用できる

利点を生かして、キーボード配列をインテリジェント化

した、汎用入力装置。（＂パネルインターフェイサー＂

と名付ける。）

【請求項２】　パネルインターフェイサーを組み込んだ

携帯用パソコン。

【請求項３】　パネルインターフェイサーを携帯情報端

末に利用した製品。

【請求項４】　パネルインターフェイサーを電子手帳に

利用した製品。

【請求項５】　パネルインターフェイサー上でキーボー

ド以外の制御機能（テレビのチャンネル等）を実現する

こと。

【請求項６】　パネルインターフェイサーをカスタマイ

ズ可能にすること。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【産業上の利用分野】本発明は、入力装置としてのキー

ボードの高機能な代替品に関する。

【０００２】

【従来の技術】パソコンへの入力方式というと、従来は

英語版キーボード＋（マウス等の）ポインティングデバ

イス（＋音声やスキャナー等の補助機能）しか念頭に浮

かばなかった。つまり、現在のような（基本的にはタイ

プライターから引き継いだ）配列のキーボードが依然と

して、中心的な入力手段として使用され続けている。

【０００３】

【発明が解決しようとする課題】パソコンの小型化とと

もに、キーボードのキーのサイズも段々と小さくなって

きており、パームトップパソコンぐらいになると、両手

でキーを打つのが難しくなってきている。もし、パソコ

ンのキーを片手で、さらには指一本で打つことを仮定し

たとすると、（両手で操作することを念頭においた）現

在のキーボード配列は根本的に合わなくなり、より適し

たものに変更する必要がある。

【０００４】また、パソコンの大衆化が進むにつれて、

キーボードに対する抵抗感の問題が話題になってきてい

る。例えば、日本語入力の場合、従来の英語版キーボー

ドを用いて仮名文字入力を行うよりも、初めから仮名文

字のキーを叩くほうが、日本の大衆には適している。し

かし、従来のキーボードとは別に日本語版キーボードを

配置するのは無理がある。できれば、この点を解決し

て、贅沢な入力環境を手に入れたい。

【０００５】一方、従来の電子手帳では、各社ごと、各

製品ごとに様々な入力方式を採用していた。これらの入

力方式全体に共通する短所として、狭いスペースに一つ

何役ものキーを数多く詰め込みすぎるという特徴があ

る。このような不便な操作環境からの脱出が実現できれ

ば、ユーザサイドから見て、非常に有り難かろう。

【０００６】また、従来の携帯情報端末はペンで画面に

直接タッチして入力する方式が主流であったが、画面と

は独立した何等かの入力装置を有すると便利なことが多

い。特に、文字を入力する際に必要性が痛感される。

【０００７】さらに、デスクトップのパソコンの場合で

も、現在の入力方式については次のような基本的問題点

が存在する。従来のキーボード入力方式は、一昔前のタ

イプライターでの入力思想をそのまま受け継いだもので

あり、文字を順番に入力して文章を作成する点に重点が

置かれている。つまり、文章以外の情報、例えば、図形

やグラフ、表などを作成することを念頭に置いたもので

はないのである。さらに言えば、文章を編集し構成する

作業やフォントやポイントの変更、キーボード上にない

記号を入力することすら念頭に置いてはいない。それゆ

えにこそ、後から取って付けたような、人工的なキー命

令が開発されてきたのであり、最近はマウスなどを用い

ることにより、その作業を簡単化しているのである。つ

まり、最終的に資料（文章やグラフなどの混在した情

報）を完成させるまでには、キーボードで単純に文章を

入力する時間よりも、むしろそれ以外の作業に要する時

間のほうが長くなってきているのが現状である。それゆ

え、今からの新しい入力方式は、文字入力機能とその他

の機能との連携を最初から考慮した設計思想に基づいた

ものであることが望ましい。

【０００８】本発明は、以上に述べた諸課題を一挙に解

決する方式に関する。

【０００９】

【課題を解決するための手段】上記の諸課題を解決する

ために、液晶等のフラットディスプレイに基づくタッチ

パネルによる汎用入力装置（＂パネルインターフェイサ

ー＂と名付ける）を提案する。本発明の要点は、パネル

インターフェイサーの画面を切り替えることにより、様

々な種類のキーボードをシミュレートすることにある。

【００１０】さらに、この装置と、汎用ポインティング

デバイスである＂パネル＆ボタン＂（特許申請　平成８

年１月１９日、手続補正　平成８年１月３０日）を組み

合せて使うことで、従来のキーボード＋マウスの操作性

を向上させる。

【００１１】

【作用】パソコン用パネルインターフェイサーの通常画

面は従来のキーボードをそのままシミュレートしたもの

とする。すなわち、画面上のアルファベットや数字のボ

タンを押すことで、パソコンに入力する。この感触とし

ては、ボタンの高さの無い、フラットパネルキーボード

と似たようなものになる。これにより、従来のキーボー

ドのユーザの使用経験は保証される。

【００１２】英語のキーボードでも、指一本、もしくは

ペンを用いて入力する場合、従来の配列よりも、アルフ

10

20

30

40

50



(3) 特開平９－２２２９５３
3 4

ァベット順に整然と並べられた配列の方が、入力し易い

ことは明白である。特に、初心者の場合は格別であろ

う。それゆえ、パネルインターフェイサーの画面を切り

替えることにより、アルファベット順に整然と並べられ

たキー配列をメインにシミュレートした画面が得られる

ようにする。具体的にどのような配列がユーザにとって

便利かはまた別の特許になる。この点に関しては、各社

ごとに特徴を出してパソコン差別化の目玉にしてもよい

し、業界で標準仕様を定めてもよかろう。この画面で

は、必要不可欠な操作キー以外は極力廃止して、初心者

が操作し易いシンプルな入力環境を提供する。（上級者

向けの高度な機能よりも、簡単な操作性を優先させるわ

けである。）

【００１３】さらなる画面の切り替えで、日本語（外国

の場合は、その国の母国語）キーがメインに並んだ画面

が得られるようにする。この画面には英語キーは必要な

い。（英語が必要なら、ワンタッチで画面を切り替えれ

ばよい。）但し、数字キーやその他の操作キーは必要で

あろう。具体的な配列については、英語版の場合と同

様、別の特許になる。

【００１４】必要ならば、さらに別の画面でキーボード

以外の何等かの機能をシミュレートしてもよい。例え

ば、テレビ機能が付いている場合には、テレビのチャン

ネルその他を表示させてもよいし、ＣＤ機能がついてい

る場合には、ＣＤ操作ボタンをシミュレートしてもよ

い。すなわち、今までは本体画面のほうで行っていたシ

ミュレートの一部をパネルインターフェイサーのほうで

代行することが可能になる。

【００１５】パネルインターフェイサーと共に使用する

ポインティングデバイスは汎用ポインティングデバイス

であるパネル＆ボタンが望ましい。これにより、入力装

置としての総合的な操作性が向上する。特に、ペンで操

作を統一的に行える点は長所である。パネル＆ボタンは

パネルインターフェイサーとは独立してパソコン本体に

接続できるが、装置の小型化を目指す場合、究極的に

は、パネルインターフェイサーの画面の一画を独立させ

て、パネル＆ボタンをシミュレートすることも可能であ

る。

【００１６】さらに、高級品の場合、シミュレート画面

をカスタマイズできるようにする。すなわち、各キーや

ボタンをアイコンのように自分の好きな場所に移動した

り、削除したりできるようにする。また、シミュレート

画面の複製も可能にする。これにより、各ユーザの個性

にあったキーやボタンの配列が得られることになる。

（例えば、左利きの人には、それなりの配列が便利であ

るし、またある種の用途に限定したキーやボタンだけを

集めた入力画面を別に作ることなどもできよう。）

【００１７】電子手帳の場合も基本的には同様である。

すなわち、キー入力の部分を液晶パネルに置き換えて、

画面でキー配列をシミュレートする。そして、画面の切

り替えにより、英語版や日本語版の配列を出す。但し、

パソコン版ほどの高機能は要しないであろう。これによ

り、従来の製品のように、決まったスペース内に、英語

のアルファベットと日本語の仮名を重ねて二重表示した

り、その他の操作キーを無理矢理詰め込んだりする必要

がなくなる。例によって、具体的な配列問題は別の特許

になる。

【００１８】携帯情報端末の場合も基本的には同様であ

る。すなわち、従来は画面上で直接データの入力操作を

行っていたのに対し、新たにパネルインターフェイサー

を本体に付属させる。つまり、電子手帳へ通信機能を付

加した高級品の感じになる。これにより、小型携帯パソ

コンと携帯情報端末の実質的な差は、本体画面上で書き

込みやタッチ等の操作が出来るか否かという点にかかっ

てくる。

【００１９】

【実施例】実施例について図面を参照して説明すると、

図１はパネルインターフェイサーを装備したパームトッ

プパソコンの一例である。パネルインターフェイサーの

画面は、英語版のペン入力向けキーボード配列をシミュ

レートしたものを表示している。キー配列には様々なバ

ージョンが考えられようが、ここでは

ａｂｃｄｅｆｇ　　　　　　　　　１２３

ｈｉｊｋｌｍｎ　　　　と　　　　４５６

ｏｐｑｒｓｔｕ　　　　　　　　　７８９

ｖｗｘｙｚ　，．　　　　　　　　＊０＃

を中心にして、その他の記号キーや制御キーをその周辺

に配列したものを採用している。

【００２０】

【発明の効果】本発明は、以上説明したように構成され

ているので、以下に記載されるような効果を奏する。

【００２１】既存のキーボードをそのままシミュレート

できる。これにより、従来のキーボードのユーザの使用

経験は保証される。

【００２２】パネルインターフェイサーの画面を切り替

えることにより、アルファベット順に整然と並べられた

キー配列をメインにシミュレートした画面を使用するこ

とが可能になる。

【００２３】日本語（外国の場合は、その国の母国語）

キーがメインに並んだ画面も使用できる。

【００２４】キーボード以外の機能をシミュレートする

ことも可能になる。すなわち、今までは本体画面のほう

で行っていたシミュレートの一部をパネルインターフェ

イサーのほうで代行することにより、本体画面が広く使

用でき、しかも、より簡単かつ便利に実現できるという

利益が享受できる。

【００２５】汎用ポインティングデバイスであるパネル

＆ボタンと共に使用することにより、入力装置としての

総合的な操作性が向上する。特に、ペンで操作を統一的

に行える点は長所である。
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【００２６】シミュレート画面をカスタマイズすること

により、各ユーザの個性にあったキー配列が得られるこ

とになる。

【００２７】電子手帳などで、限られたスペース内に様

々なキーを無理矢理詰め込む必要がなくなる。

【図面の簡単な説明】

【図１】パネルインターフェイサーを使用した、パーム

トップパソコンの一例である。

【図１】

　

─────────────────────────────────────────────────────

【手続補正書】

【提出日】平成９年４月２３日

【手続補正２】

【補正対象書類名】明細書

【補正対象項目名】特許請求の範囲

【補正方法】変更

【補正内容】

【特許請求の範囲】

【請求項１】　液晶等のフラットディスプレイに基づく

タッチパネルを使用することにより、パソコン用キーボ

ードをシミュレートし、さらに複数の画面を利用できる

利点を生かして、キーボード配列をインテリジェント化

した、汎用入力装置。（＂パネルインターフェイサー＂

と名付ける。）従来の製品との本質的相違は、使用者自

身が文字配列を自分の好みに応じてカスタマイズ出来る

点にある。この機能は、アイコン等を移動させたりする

従来の機能とは基本的に異なる思想に基づいている。

【請求項２】　パネルインターフェイサーを組み込んだ

携帯用パソコン。

【請求項３】　パネルインターフェイサーを携帯情報端

末に利用した製品。

【請求項４】　パネルインターフェイサーを電子手帳に

利用した製品。

【請求項５】　パネルインターフェイサー上でキーボー

ド以外の制御機能（テレビのチャンネル等）を実現する

こと。
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